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議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

人
事
案
件
に
同
意

第
２
回
福
津
市
議
会
臨
時
会

福津市公共下水道事業会計予算
○業務の予定量

年間総処理水量：　５７６万６２７０㎥
排　水　戸　数：　　　２２，７００戸
主な建設改良費　　管渠整備事業

２億７３２０万円
　　　　　　　　　処理場整備事業　　

１億１５００万円
○収益的収入及び支出

下水道事業収益　　１９億４６７２万円
下水道事業費用　　１７億９７３４万円

○資本的収入および支出
資本的収入　　　　  ５億１００８万円
資本的支出　　　　１０億２４３４万円
※資本的収入が資本的支出額に対し不足する額５億１４２６万円は、当年度分消費税及び
地方消費税資本的収支調整額１５８４万円、過年度分損益勘定留保資金４１２６万円及び当
年度分損益勘定留保資金４億５６７０万円、減債積立金４５万円で補てんするものとする。

地
域
交
通
体
系
整
備
事
業
費

ミ
ニ
バ
ス
運
行
委
託
料
、Ｊ
Ｒ
バ
ス

運
行
補
助
金
　
　
　
　
　
８
１
万
円

地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業
費

魚
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託

料
、魚
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費
、室
内

調
度
品
器
具
購
入
費
な
ど

 

１
億
９
４
５
８
万
円

保
育
一
般
管
理
費

特
別
保
育
事
業
補
助
金
３
４
５
万
円

県
営
た
め
池
整
備
事
業
費

た
め
池
整
備
県
営
事
業
負
担
金
な
ど

 

５
９
１
万
円

教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
費

 

２
億
４
８
３
６
万
円

古
墳
公
園
建
設
事
業
費

用
地
補
償
調
査
委
託
料

 

３
６
７
２
万
円

古
墳
公
園
用
地
購
入
費

 

５
４
０
９
万
円

平
成
29
年
度
補
正
予
算
一
般
会
計
　
１
億
４
８
３
９
万
円
追
加
し

２
２
０
億
９
２
５
４
万
円

総額

　
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
契
約
が

２
度
不
調
と
な
り
、
随
意
契
約
と
し

た
が
、
４
月
か
ら
給
食
を
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
に
、
緊
急
か
つ
重
要
な

案
件
と
い
う
こ
と
で
の
提
案

平
成
29
年
度
福
津
市
一
般
会
計
補
正

予
算

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正

平
成
29
年
度
〜
33
年
度
の
学
校
給
食

調
理
業
務
委
託
料
を
①
福
間
小
６
６

９
８
万
円
を
７
０
３
４
万
円
②
福
間

南
小
８
８
５
６
万
円
を
１
億
８
０
７

万
円
③
神
興
小
３
０
６
３
万
円
を
４

２
５
０
万
円
④
神
興
東
小
４
４
１
９

万
円
を
５
２
９
１
万
円
⑤
上
西
郷
小

２
０
４
６
万
円
を
２
４
４
８
万
円
⑥

福
間
中
６
５
７
５
万
円
を
７
８
５
０

万
円
⑦
福
間
東
中
４
２
１
９
万
円
を

５
２
０
０
万
円
⑧
共
同
調
理
場
調
理
・

配
膳
配
送
業
務
委
託
料
１
億
５
２
万

円
を
１
億
１
１
２
０
万
円
。

債
務
負
担
行
為
で
当
該
年
度
以
降
の

支
出
予
定
額
等

　
平
成
29
年
度
学
校
給
食
調
理
業
務

委
託
料
当
該
年
度
以
降
支
出
予
定
額

①
福
間
小
７
６
８
０
万
円
②
福
間
南

小
１
億
１
７
９
３
万
円
③
神
興
小
４

６
３
７
万
円
④
神
興
東
小
５
７
７
３

万
円
⑤
上
西
郷
小
２
６
７
０
万
円
⑥

福
間
中
８
５
７
１
万
円
⑦
福
間
東
中

５
６
７
３
万
円
⑧
共
同
調
理
場
調
理
・

配
膳
配
送
業
務
委
託
料
１
億
２
１
３

５
万
円
。

平
成
30
年
度
福
津
市
一
般
会
計
補
正

予
算

繰
入
金

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
３
０
０
万
円

小
学
校
費

調
理
業
務
委
託
料 

１
６
０
０
万
円

中
学
校
費

調
理
業
務
委
託
料 

４
３
４
万
円

保
健
体
育
費
　

調
理
業
務
委
託
料 

３
１
８
万
円

予
備
費 

▲
５
４
万
円

障
害
者
の
生
活
の
整
備
に
つ
い
て

の
意
見
書
採
択
の
お
願
い

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る

福
岡
県
連
絡
協
議
会（
障
福
協
）

 

会
長
　
石
松
　
周

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
と

も
な
っ
て
保
険
料（
税
）引
き
上
げ

な
ど
の
負
担
増
を
行
わ
ず
、
社
会

保
障
制
度
と
し
て
の
機
能
の
充
実

を
求
め
る
陳
情

福
岡
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

 

会
長
　
大
脇
　
爲
常

「
給
与
所
得
等
に
係
る
市
町
村
民

税
・
道
府
県
民
税
特
別
徴
収
税
額

の
決
定
・
変
更
通
知
書
（
特
別
徴

収
義
務
者
用
）」マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

福
岡
県
県
保
険
医
協
会

 

会
長
　
鷺
坂
　
英
輝

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
及
び
そ

の
円
滑
な
施
行
を
求
め
る
意
見
書

 
提
出
者
　
蒲
生
　
守

 
賛
成
者
　
永
山
　
麗
子

陳
情
・
意
見
書

《
教
育
委
員
会
委
員
》

半
澤
　
佳
子
　
氏
　

任
期　
平
成
30
年
４
月
７
日
か
ら

　
　
　
平
成
34
年
４
月
６
日
ま
で

は
ん
ざ
わ

よ
し
こ

2 ,991

194 ,582

25 ,732

38 ,200

電算システム整備事業費
（社会保障・税番号制度整備事業）
地方創生拠点整備事業費

（魚センター活性化事業）
認可保育所運営事業費

（認可保育所定数確保事業）
橋梁長寿命化修繕事業費

（橋梁長寿命化修繕事業）

１総務管理費

１総務管理費

２児童福祉費

２道路橋梁費

款 項 事　　業　　名 金　　額
単位（千円）単位（千円）平成29年度繰越明許費補正平成29年度繰越明許費補正

２ 総 務 費

２ 総 務 費

３ 民 生 費

８ 土 木 費

津屋崎浄化センター津屋崎浄化センター

心のバリアフリーを推進（例：福岡市）心のバリアフリーを推進（例：福岡市）
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議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

　
平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一

般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与

を
改
定
す
る
た
め
、
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
前
項
と
同
様
の
改
正
理
由
で
あ
る

が
、
不
適
切
な
事
務
執
行
に
対
し
て
監

督
責
任
者
で
あ
る
市
長
給
与
の
減
額

も
あ
り
所
要
の
改
正
を
行
な
っ
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁

不
適
切
な
事
務
に
関
わ
る
事
後
処

理
は
、終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

不
納
付
加
算
税
と
延
滞
税
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
再
発
防
止
を
含
め
問
題

を
整
理
し
て
、
納
付
完
了
後
、
議
会
最

終
日
の
全
員
協
議
会
で
報
告
す
る
。

　
平
成
29
年
人
事
院
に
よ
る
職
員
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
一
般

職
の
職
員
に
つ
い
て
、
給
与
及
び
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
改
正
し
、
ま
た
、
労
働

基
準
法
に
準
拠
し
た
勤
務
１
時
間
当

た
り
の
給
与
額
の
算
出
も
行
う
。

　　
市
政
運
営
の
推
進
に
関
し
て
必
要

事
項
の
審
査
、
審
議
及
び
調
査
を
行
う

附
属
機
関
の
名
称
と
内
容
を
定
め
、
任

務
終
了
後
は
附
属
機
関
を
廃
止
す
る
。

福
津
市
保
育
所
整
備
用
地
貸
付
事
業

者
選
定
委
員
会
は
福
津
市
保
育
所
整

備
事
業
者
選
定
委
員
会
に
改
正
。福
津

市
観
光
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
新

た
に
設
置
し
、
第
２
次
観
光
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。福
津

市
就
学
指
導
委
員
会
は
福
津
市
教
育

支
援
委
員
会
に
改
正
。特
別
な
教
育
的

支
援
を
要
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒

の
就
学
並
び
に
継
続
し
た
教
育
支
援

を
検
討
す
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

　
津
屋
崎
学
童
保
育
所（
第
３
・
第
４
）

の
指
定
管
理
者
を
決
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

代
表
理
事
　
田
嶋
　
羊
子

主
な
質
疑

現
在
の
指
定
管
理
者
が
今
回
の
指

定
管
理
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
。

児
童
数
が
急
増
し
て
お
り
、
現
在

で
も
指
導
員
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
新
た
に
引
き
受
け
る
に
は
人

員
確
保
が
厳
し
い
と
い
う
の
が
大
き

な
理
由
。（

市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
県
単
位
化

に
伴
い
、
納
付
金
に
要
す
る
費
用
に
国

民
健
康
保
険
税
を
充
て
る
た
め
、
及
び

納
付
金
制
度
創
設
に
よ
り
、
保
険
税
率

を
設
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

主
な
質
疑

法
定
外
繰
入
を
行
わ
な
い
こ
と
が

前
提
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

法
定
外
繰
入
金
を
一
部
減
額
す
る

意
味
で
の
改
正
で
は
あ
る
が
、
今
後
の

医
療
費
の
動
向
、
ま
た
国
保
加
入
者
の

負
担
を
加
味
し
な
が
ら
来
年
度
以
降

の
検
討
課
題
に
な
っ
て
く
る
。

法
定
外
繰
入
を
完
全
に
な
く
す
こ
と

は
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

主
な
意
見法

定
外
繰
入
は
市
の
裁
量
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。国
保
加
入
者

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
現
行
ど

お
り
法
定
外
繰
入
を
す
べ
き
で
あ
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

特
別
職
常
勤
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

一般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
を
改
正
し
た

全
員
賛
成
で
可
決

附
属
機
関
の
名
称
を
改
正

問答

賛
成
多
数
で
可
決

県
単
位
化
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
税
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

津
屋
崎
学
童
保
育
所
指
定

管
理
者
を
決
定

問答

問答

津屋崎第３・第４学童保育所津屋崎第３・第４学童保育所

　
現
在
、
市
は
あ
ん
ず
の
里
市
の
売

場
を
増
築
し
て
い
る
。
増
築
部
分
の

面
積
が
広
が
る
た
め
条
例
を
改
正
し

使
用
料
の
変
更
を
行
っ
た
。

　
見
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、
現

在
の
見
坂
峠
の
道
路
は
市
が
管
理
す

る
道
路
と
な
る
。

市
に
移
管
さ
れ
た
後
の
道
路
管
理

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

定
期
的
に
巡
回
し
管
理
を
行
う
。

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

津屋崎学童第３・第４予定地

　
下
水
道
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

市
は
料
金
改
定
の
条
例
を
提
出
。
今

後
の
一
般
会
計
の
負
担
額
を
減
ら
す

た
め
、
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
議
案

を
提
出
し
た
。

主
な
質
疑

下
水
道
料
金
の
改
定
に
あ
た
り
、

将
来
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

平
成
33
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
一

般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
金
を
年

平
均
約
２
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

今
回
の
改
定
を
行
う
こ
と
で
１
億
円

の
削
減
と
な
る
見
込
み
。
今
後
の
状

況
は
、
人
口
増
加
に
よ
る
下
水
道
使

用
料
の
伸
び
を
毎
年
度
検
証
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

下
水
道
料
金
改
定

全
員
賛
成
で
可
決

見
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
に

伴
い
県
道
を
市
道
に
移
管

問答

問答

全
員
賛
成
で
可
決

あ
ん
ず
の
里
市
増
築
に

伴
い
、使
用
料
を
値
上
げ

　
児
童
・
生
徒
の
将
来
動
向
と
し
て
今
後
の
5
年
間
を
推
計
。教
室
が
不
足
す

る
福
間
小
は
、
平
成
30
年
度
増
築
予
定
、
平
成
33
年
度
リ
ー
ス
校
舎
設
置
予
定
。

福
間
南
小
は
、平
成
29
年
度
末
リ
ー
ス
校
舎
設
置
完
了
、平
成
31
年
度
リ
ー
ス
校

舎
設
置
予
定
。津
屋
崎
小
は
、
平
成
30
年
度
リ
ー
ス
校
舎
設
置
予
定
。福
間
中
は
、

平
成
29
年
度
に
整
備
の
基
本
設
計
を
検
討
、平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
、平
成
31

年
度
以
降
に
着
工
予
定
で
あ
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

世
界
遺
産
の
保
存
計
画
は
、
６
年
に

１
度
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
報
告
書
が
十

分
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
決
定
に
伴

い
、
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
決
議
文

の
中
に
８
項
目
に
わ
た
る
条
件
が
付

さ
れ
た
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
た
め

に
、
構
成
資
産
及
び
緩
衝
地
帯
の
保

全
状
況
と
、
そ
の
他
世
界
遺
産
に
関

わ
る
取
り
組
み
を
観
察
指
標
に
基
づ

き
経
過
観
察
を
行
う
。
ま
た
、
構
成

資
産
の
現
状
変
更
や
緩
衝
地
帯
内
の

開
発
行
為
は
資
産
価
値
に
負
の
影
響

を
与
え
な
い
か
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、

特
に
検
討
が
必
要
な
場
合
は
専
門
家

会
議
で
遺
産
影
響
評
価
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
年
次
報
告
書
を
専
門
家
会
議

で
検
討
の
上
、
保
全
状
況
報
告
書
と

し
て
文
化
庁
に
提
出
す
る
。

急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
、小
中
学
校
の
教
育
環
境

に
改
善
を
要
す
る
の
で
、今
後
は
児
童・生
徒
数
を

推
移
し
た
校
舎・教
室
の
建
築
計
画
と
施
工
が
必
要福間南小のリース校舎（平成 29年度末完成）福間南小のリース校舎（平成 29年度末完成）

反
対

見坂峠付近見坂峠付近
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平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一

般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与

を
改
定
す
る
た
め
、
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
前
項
と
同
様
の
改
正
理
由
で
あ
る

が
、
不
適
切
な
事
務
執
行
に
対
し
て
監

督
責
任
者
で
あ
る
市
長
給
与
の
減
額

も
あ
り
所
要
の
改
正
を
行
な
っ
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁

不
適
切
な
事
務
に
関
わ
る
事
後
処

理
は
、終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

不
納
付
加
算
税
と
延
滞
税
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
再
発
防
止
を
含
め
問
題

を
整
理
し
て
、
納
付
完
了
後
、
議
会
最

終
日
の
全
員
協
議
会
で
報
告
す
る
。

　
平
成
29
年
人
事
院
に
よ
る
職
員
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
一
般

職
の
職
員
に
つ
い
て
、
給
与
及
び
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
改
正
し
、
ま
た
、
労
働

基
準
法
に
準
拠
し
た
勤
務
１
時
間
当

た
り
の
給
与
額
の
算
出
も
行
う
。

　　
市
政
運
営
の
推
進
に
関
し
て
必
要

事
項
の
審
査
、
審
議
及
び
調
査
を
行
う

附
属
機
関
の
名
称
と
内
容
を
定
め
、
任

務
終
了
後
は
附
属
機
関
を
廃
止
す
る
。

福
津
市
保
育
所
整
備
用
地
貸
付
事
業

者
選
定
委
員
会
は
福
津
市
保
育
所
整

備
事
業
者
選
定
委
員
会
に
改
正
。福
津

市
観
光
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
新

た
に
設
置
し
、
第
２
次
観
光
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。福
津

市
就
学
指
導
委
員
会
は
福
津
市
教
育

支
援
委
員
会
に
改
正
。特
別
な
教
育
的

支
援
を
要
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒

の
就
学
並
び
に
継
続
し
た
教
育
支
援

を
検
討
す
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

　
津
屋
崎
学
童
保
育
所（
第
３
・
第
４
）

の
指
定
管
理
者
を
決
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

代
表
理
事
　
田
嶋
　
羊
子

主
な
質
疑

現
在
の
指
定
管
理
者
が
今
回
の
指

定
管
理
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
。

児
童
数
が
急
増
し
て
お
り
、
現
在

で
も
指
導
員
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
新
た
に
引
き
受
け
る
に
は
人

員
確
保
が
厳
し
い
と
い
う
の
が
大
き

な
理
由
。（

市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
県
単
位
化

に
伴
い
、
納
付
金
に
要
す
る
費
用
に
国

民
健
康
保
険
税
を
充
て
る
た
め
、
及
び

納
付
金
制
度
創
設
に
よ
り
、
保
険
税
率

を
設
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

主
な
質
疑

法
定
外
繰
入
を
行
わ
な
い
こ
と
が

前
提
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

法
定
外
繰
入
金
を
一
部
減
額
す
る

意
味
で
の
改
正
で
は
あ
る
が
、
今
後
の

医
療
費
の
動
向
、
ま
た
国
保
加
入
者
の

負
担
を
加
味
し
な
が
ら
来
年
度
以
降

の
検
討
課
題
に
な
っ
て
く
る
。

法
定
外
繰
入
を
完
全
に
な
く
す
こ
と

は
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

主
な
意
見法

定
外
繰
入
は
市
の
裁
量
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。国
保
加
入
者

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
現
行
ど

お
り
法
定
外
繰
入
を
す
べ
き
で
あ
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

特
別
職
常
勤
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

一般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
を
改
正
し
た

全
員
賛
成
で
可
決

附
属
機
関
の
名
称
を
改
正

問答

賛
成
多
数
で
可
決

県
単
位
化
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
税
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

津
屋
崎
学
童
保
育
所
指
定

管
理
者
を
決
定

問答

問答

津屋崎第３・第４学童保育所津屋崎第３・第４学童保育所

　
現
在
、
市
は
あ
ん
ず
の
里
市
の
売

場
を
増
築
し
て
い
る
。
増
築
部
分
の

面
積
が
広
が
る
た
め
条
例
を
改
正
し

使
用
料
の
変
更
を
行
っ
た
。

　
見
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、
現

在
の
見
坂
峠
の
道
路
は
市
が
管
理
す

る
道
路
と
な
る
。

市
に
移
管
さ
れ
た
後
の
道
路
管
理

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

定
期
的
に
巡
回
し
管
理
を
行
う
。

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

津屋崎学童第３・第４予定地

　
下
水
道
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

市
は
料
金
改
定
の
条
例
を
提
出
。
今

後
の
一
般
会
計
の
負
担
額
を
減
ら
す

た
め
、
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
議
案

を
提
出
し
た
。

主
な
質
疑

下
水
道
料
金
の
改
定
に
あ
た
り
、

将
来
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

平
成
33
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
一

般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
金
を
年

平
均
約
２
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

今
回
の
改
定
を
行
う
こ
と
で
１
億
円

の
削
減
と
な
る
見
込
み
。
今
後
の
状

況
は
、
人
口
増
加
に
よ
る
下
水
道
使

用
料
の
伸
び
を
毎
年
度
検
証
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

下
水
道
料
金
改
定

全
員
賛
成
で
可
決

見
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
に

伴
い
県
道
を
市
道
に
移
管

問答

問答

全
員
賛
成
で
可
決

あ
ん
ず
の
里
市
増
築
に

伴
い
、使
用
料
を
値
上
げ

　
児
童
・
生
徒
の
将
来
動
向
と
し
て
今
後
の
5
年
間
を
推
計
。教
室
が
不
足
す

る
福
間
小
は
、
平
成
30
年
度
増
築
予
定
、
平
成
33
年
度
リ
ー
ス
校
舎
設
置
予
定
。

福
間
南
小
は
、平
成
29
年
度
末
リ
ー
ス
校
舎
設
置
完
了
、平
成
31
年
度
リ
ー
ス
校

舎
設
置
予
定
。津
屋
崎
小
は
、
平
成
30
年
度
リ
ー
ス
校
舎
設
置
予
定
。福
間
中
は
、

平
成
29
年
度
に
整
備
の
基
本
設
計
を
検
討
、平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
、平
成
31

年
度
以
降
に
着
工
予
定
で
あ
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

世
界
遺
産
の
保
存
計
画
は
、
６
年
に

１
度
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
報
告
書
が
十

分
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
決
定
に
伴

い
、
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
決
議
文

の
中
に
８
項
目
に
わ
た
る
条
件
が
付

さ
れ
た
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
た
め

に
、
構
成
資
産
及
び
緩
衝
地
帯
の
保

全
状
況
と
、
そ
の
他
世
界
遺
産
に
関

わ
る
取
り
組
み
を
観
察
指
標
に
基
づ

き
経
過
観
察
を
行
う
。
ま
た
、
構
成

資
産
の
現
状
変
更
や
緩
衝
地
帯
内
の

開
発
行
為
は
資
産
価
値
に
負
の
影
響

を
与
え
な
い
か
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、

特
に
検
討
が
必
要
な
場
合
は
専
門
家

会
議
で
遺
産
影
響
評
価
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
年
次
報
告
書
を
専
門
家
会
議

で
検
討
の
上
、
保
全
状
況
報
告
書
と

し
て
文
化
庁
に
提
出
す
る
。

急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
、小
中
学
校
の
教
育
環
境

に
改
善
を
要
す
る
の
で
、今
後
は
児
童・生
徒
数
を

推
移
し
た
校
舎・教
室
の
建
築
計
画
と
施
工
が
必
要福間南小のリース校舎（平成 29年度末完成）福間南小のリース校舎（平成 29年度末完成）

反
対

見坂峠付近見坂峠付近
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各
郷
づ
く
り
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
市
が
事
業
の
移
管
、
新
た
な
交
付
金
の

新
設
な
ど
を
柱
と
す
る
権
限
の
付
与
と
財
源
移
譲
を
提
案
。内
容
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。幹
線
道
路
の
渋
滞
に
伴
い
、
抜
け
道
と
し
て
生
活
道
路
に
進
入
す
る
車
両

が
急
増
。特
に
４
９
５
号
旭
橋
付
近
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
花
見
地
域
の
生
活
道
路

に
車
両
が
進
入
し
て
い
る
状
況
を
確
認
、調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

市
は
郷
づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定
、権
限
と

財
源
移
譲
の
中
身
は

生
活
道
路
へ
の
進
入
車
両
が
急
増
、市
の
対
応
は

通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
両
方
向
合
計

１
時
間
当
た
り
７
０
０
台
近
く
の
車

両
通
行
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。
市
は

交
付
金
財
源
や
交
通
規
制
対
策
を
含

め
、
福
岡
県
・
福
岡
県
警
と
協
議
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
視
覚
的
危
機

感
を
伝
え
る
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装

化
な
ど
を
施
工
す
る
予
定
。
ま
た
幹

線
道
路
で
囲
ま
れ
る
地
域
内
の
生
活

道
路
エ
リ
ア
内
を
制
限
速
度
30
㎞
と

す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
指
定
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
渋
滞
緩
和

対
策
に
つ
い
て
は
福
間
駅
松
原
線
が

全
線
開
通
の
後
、
車
両
の
流
れ
を
実

態
調
査
し
、
検
討
を
行
う
。

　
市
は
権
限
移
譲
の
柱
と
し
て
①
地

域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
自
ら
の
判
断
で
選
択
し
、
決
定

で
き
る
こ
と
②
必
要
な
活
動
を
「
郷

づ
く
り
計
画
」
に
盛
り
込
み
、
実
現

に
向
け
た
手
法
を
自
ら
選
択
し
、
決

定
で
き
る
こ
と
③
拠
点
施
設
の
管
理

運
営
を
郷
づ
く
り
が
担
う
こ
と
（
指

定
管
理
者
等
）
を
掲
げ
て
い
る
。
ま

た
移
譲
す
る
財
源
の
柱
は
、①
郷
づ
く

り
推
進
事
業
交
付
金
の
見
直
し
②
市

事
業
委
託
型
交
付
金
の
創
設
③
事
業

提
案
型
交
付
金
の
創
設
予
定
。

　
委
員
会
で
は
財
源
の
移
譲
に
あ

た
っ
て
、
市
の
財
政
が
緊
迫
し
て
い

る
現
状
を
考
え
る
と
市
が
確
保
す
る

財
源
の
範
囲
内
で
移
譲
す
る
こ
と
が

要
望
さ
れ
た
。

　
幹
線
道
路
渋
滞
に
よ
る
生
活
道
路

へ
の
進
入
車
両
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
道
で
あ
る
浜
田
橋
・
花
見
線
で
は
、

　
福
津
市
の
保
育
所
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
「
保
育
所
再
編
計
画
」
に
よ
り
進
め

て
き
た
が
、
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
待
機
児
童
が
急
増
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

保
育
需
要
の
急
激
な
増
加
に
加
え
て
、要
支
援
児
も
増
加
し
て
お
り
保
育
の
量
と
質

を
い
か
に
保
証
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
、
市
の
基
幹
保

育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、小
規
模
保
育
施
設
を
視
察
・
調
査
し
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

保
育
の
量
と
質
の
保
証
が
大
き
な
課
題

今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
内
の
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
の
保
育
施
設
を
調
査

　
待
機
児
童
の
多
く
は
０
〜
２
歳
児

に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
０
〜

２
歳
児
に
特
化
し
た
地
域
密
着
型
の

小
規
模
保
育
園
の
拡
充
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

　
国
が
進
め
て
い
る
女
性
の
就
業
支

援
の
た
め
に
も
企
業
主
導
型
の
保
育

事
業
導
入
に
つ
い
て
市
内
事
業
所
へ

の
働
き
か
け
を
進
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

　
大
和
保
育
所
は
福
津
市
の
手
本
に

な
る
べ
き
保
育
所
で
あ
り
、
保
育
士

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
全

て
の
小
規
模
保
育
所
と
連
携
す
べ
き

で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
各
保
育
施

設
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
障
が
い
児

や
要
支
援
児
へ
の
支
援
体
制
を
ど
う

す
る
か
で
あ
る
。
療
育
と
教
育
の
一

元
に
よ
る
支
援
体
制
が
急
が
れ
る
。

会派の
代表６人が

 2 . 井上 聡【政友会】

総括質疑

①新しい福津の推進について
②暮らしやすい福津の推進について
③「子どもたちへの福津」の推進について
④人がつながる福津の推進について

・・・・ P10

 3 . 横山 良雄【福新会】・・・ P11
①第２次総合計画について
②行財政改革について
③「子どもたちへの福津」の推進について
④人がつながる福津の推進について
⑤安心・安全のまちづくりについて
⑥民間活力の導入について
⑦公共施設、インフラ施設の維持管理について
⑧安定した財政運営の確立について
⑨働き方改革について

①「チーム福津」について
②「第２次総合計画」について
③「稼げるまち」について
④農業活性化について
⑤教育環境の整備について
⑥コミュニティ・スクールについて
⑦世界文化遺産を生かした歴史学習の充実に
ついて

 １ . 吉水 喜美子【自由クラブ】
・・・・ P10

 4 . 江上 隆行【新政会】・・・ P11
①持続可能な開発目標：ＳＤＧｓについて
②自治体間競争について
③「チーム福津」の推進について
④財源の捻出や収入増について
⑤「福津ブランド」の醸成と情報発信の取組み
について
⑥地域商社「（仮称）ふくつ物産」について
⑦「稼げるまち」への転換について
⑧まちぐるみの健康経営について
⑨福津市域外との連携について
⑩行財政改革の推進について
⑪活用可能財源の確保について
⑫公共施設、インフラ施設の維持管理及び更
新・長寿命化の取組みについて
⑬点検・評価の強化と分析・立案の実施につい
て
⑭喫緊の課題への対応と効果的なまちづくり
の推進について

 5 . 蒲生 守【公明党】 ・・・・ P12
①暮らしやすい福津の推進について
②人がつながる福津の推進について
③「子どもたちへの福津」の推進について
④新しい福津の推進について
⑤予算編成方針について

 6 . 戸田 進一【日本共産党】
・・・・ P12

①「市政運営の指針」についての市長の基本的
な考え方について
②市民の健康づくりについて
③子ども施策について

総括質疑・一般質問の詳細は、福津市議
会ホームページをご覧ください。
質問者ごとに総括質疑・一般質問を録画配
信しています。公開は、各定例会後の４年
間です。（検索方法は19ページに掲載）

福津市古墳キャラクター
ふんちゃん

日蒔野地域日蒔野地域

小規模保育施設

　
各
郷
づ
く
り
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
市
が
事
業
の
移
管
、
新
た
な
交
付
金
の

新
設
な
ど
を
柱
と
す
る
権
限
の
付
与
と
財
源
移
譲
を
提
案
。内
容
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。幹
線
道
路
の
渋
滞
に
伴
い
、
抜
け
道
と
し
て
生
活
道
路
に
進
入
す
る
車
両

が
急
増
。特
に
４
９
５
号
旭
橋
付
近
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
花
見
地
域
の
生
活
道
路

に
車
両
が
進
入
し
て
い
る
状
況
を
確
認
、調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）




